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Corona de Castillaとアラゴン連合王国Corona de Aragónは同一君主の存在をつうじて同君
連合を形成していたものの、両国はそれぞれの法と制度を維持しつづけていた。とくにア
ラゴン連合王国においては、それを構成するアラゴン王国Reino de Aragón、カタルーニャ





                                                 



































                                                 
2 G. Parker, Grand Strategy of Philip II, New Haven and London, 1998; Idem, The World is not 

























































 エリオット自身が言及しているように、複合国家 composite state という語を分析概念と





頁。近藤は、グスタフソンの議論（H. Gustafsson, “The Conglomerate State; A Perspective on 
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 そもそもカスティーリャ王国Corona de Castillaは、レオン王国Reino de Leónとカスティ












                                                 
















した借入金に依存していった。そのようななか、議会代表権をもつ諸都市 ciudades y villas 
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王権の下での公定史の書き手として注目したのが、国王修史官 cronista del reyであった。
第一章で詳述するように、国王修史官とは、カスティーリャ王国において 15世紀中頃に確
立した宮廷官職であり、ハプスブルク朝もこれを引き継ぎ、16世紀には人文学者や宮廷に
                                                 
38 この点は、書物としての都市年代記にかぎらず、図像などによる都市の表象全般に認め
られるとされている（R. L. Kagan, “Urbs and Civitas in Sixteenth- and Seventeenth Century 
Spain”, D. Buisseret (ed.), Envisioning the City. Six Studies in Urban Cartography, Chicago and 











を以下の四つに分類している。第一に、実録 historia pro personaとケーガンがよぶ形式の歴
史書は、特定の君主による事績に特化したものであり、ハプスブルク朝ではカルロス 1世
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語ることと語らないことを見抜く力を経験的に体得することを挙げている（G. Parker, “A 
Man's gotta know his Limitations; Reflections on a Misspent Past”, T. Andrade and W. Reger (eds.), 































ャ王国領でおこなわれた地誌報告書 relaciones topográficas の収集を修史事業の一環として
再評価したい。 
 第二章「16 世紀後半におけるスペイン王権の歴史編纂」では、『スペイン総合年代記』
                                                                                                                                      

































                                                 
42 たとえば、F. Martínez Gil, La invención de Toledo. Imágenes históricas de una identidad urbana, 






















de la Corona de Aragón』（1562～1579年）を、第 2代のヘロニモ・ブランカスが『アラゴン

































                                                 
43 P. Freedom, “Cowardice, Heroism and the Legendary Origins of Catalonia”, Past and Present, 
















ィーリャ宮廷に由来する国王修史官 cronista del reyと、1571年にインディアス顧問会議に






任 1556～1570年）をとりあげ、その建白書「歴史叙述に必要な事柄についてDe las cosas 









                                                 
1 J. Páez de Castro, “De las cosas necesarias para escribir la Historia”, La ciudad de Dios, 28, 1892, 










第一節  国王修史官による歴史編纂 
 


















                                                 
2 橋本一郎訳註『第一総合年代記』大学書林、1981年。尾崎明夫、ビセント・バイダル訳
『征服王ジャウメ一世勲功録』京都大学学術出版会、2010年。 
3 R. Tate, “El cronista real castellano durante el siglo quince”, VV. AA., Homenaje a Pedro Sáinz 
Rodríguez, t. III, Madrid, 1986, pp. 659-668; E. García Hernán, “La España de los cronistas reales en 
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5 岡本信照『「俗語」から「国家語」へ―スペイン黄金世紀の言語思想史』春風社、2011
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サンドバル（在任 1599～1620年）がカルロス 1世の生涯を描いた『皇帝カルロス 5世実録







ゲバラ修史官（在任 1526～1545 年）は皇帝のチュニス遠征（1535 年）に同行し、その十
字軍的な理想にもとづく事績を讃える実録を執筆することが期待されたという9。 
 ケーガンによると、カルロス 1世期の 8名の国王修史官のうち、国史を担当したのはサ
モーラ聖堂参事会員でもあったフロリアン・デ・オカンポ（在任 1539～1558年）のみであ
                                                 
7 Ibid., pp. 278-279. 
8 フェリーペ 3世期の国王修史官については、Ibid., pp. 185-194. 













ブロシオ・デ・モラレス（在任 1563 頃～1591 年）であった。モラレス修史官は多作な書
き手であり、『スペイン総合年代記』の続編を次々と公刊した。その第 2 巻（1574 年）は
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11 Idem, Los cuatro libros primeros de la crónica general de España, Zamora, 1543; Idem, Los 
cinco libros primeros de la crónica general de España, Medina del Campo, 1553. なお、1543年の
初版では第 4編までだが、1553年の第 2版では第 5編が加筆されているため、本稿では後
者を『スペイン総合年代記』の第 1巻として扱う。 
12 A. de Morales, La crónica general de España, Alcalá de Henares, 1574; Idem, Los otros dos 
libros undécimo y duodécimo de la crónica general de España, Alcalá de Henares, 1577; Idem, Los 










年）。ガリバイは 1571 年に『スペイン史概略 Los XL libros del compendio historial de las 





















                                                 
13 Cuart Moner, op. cit., pp. 110-124. 
14 Kagan [2009], pp. 128-129. 




























カタルーニャ特権身分層を批判する『カタルーニャ公国の理念 La idea del Principado de 
Cataluña』（1642年）を著したホセ・ペリセール（在任 1629～1679年）など、筆が立つ国
王修史官がいなかったわけではない18。それにもかかわらず、国史『スペイン総合年代記』
                                                 
16 Kagan [2009], pp. 135-149. 
17 R. García Hernán, “Construcción de las historias de España en los siglos XVII y XVIII”, R. 
García Cárcel (coord.), op. cit., pp. 127-154. 
18 ペリセールをはじめとして、オリバーレス期に起用されて、プロパガンダ的な当代史の
































                                                 
























                                                 
20 J. P. Berthe, “Juan López de Velasco (ca. 1530-1598), cronista y cosmógrafo mayor del Consejo 
de Indias; su personalidad y su obra geográfica”, Relaciones, 75, 1998, pp. 143-172; Kagan [2009], 
pp. 162-171. 





22 A. Sánchez Martínez, “La institucionalización de la cosmografía americana; la Casa de la 
Contratación de Sevilla, el Real y Supremo Consejo de Indias y la Academia de Matemática de 














カスティーリャ人の全事績Historia general de los hechos de los castellanos en las islas y tierra 













航海者のペドロ・サルミエント・デ・ガンボアによる『インカ史Historia de los incas』（1572
年完成）がそれである25。彼は大西洋と太平洋で活躍した提督であるが、1560 年代末から
1570年代にかけてはペルー副王府に出仕し、地理編纂官を務めた。着々とアンデスでの植




24 A. de Herrera y Tordesillas, Historia general de los hechos de los castellanos en las Islas y Tierra 
Firme del mar Océano que llaman Indias Occidentales, 2 tomos, Madrid, 1601-1615. なお、次の
版の解説文を参考にした。Idem, Historia general de los hechos de los castellanos en las islas y 
Tierra Firme del mar océano o décadas de Antonio de Herrera y Tordesillas, edición por M. Cuesta 
Domingo, 4 tomos, Madrid, 1991. 
25 『インカ史』は近世には出版されていないため、本稿では以下の版を参照した。P. 

































第三節  建白書「歴史叙述に必要な事柄について」（1555年） 
 
 前節までは、国王修史官とインディアス修史官による歴史編纂について、16世紀後半を
                                                 


































                                                 
28 T. Martín Martín, “Juan Páez de Castro; aproximación a su vida y obra”, La ciudad de Dios, 201, 
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『スペイン総合年代記』第 1 巻の最初の版を 1543 年に出したが、10 年後に加筆した増補
版を出しているため、本稿では後者を『スペイン総合年代記』の第 1巻（1553年）として
論を進める7。なお、オカンポが死去したのは 5年後の 1558年のことであった。 
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下、CGE-3と略記。 
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王国の滅亡後に形成された「当世のスペイン諸王国 reinos españoles modernos」として、ポ
ルトガル王国、レオン王国、カスティーリャ王国 reino de Castilla、ナバーラ王国、アラゴ
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スペイン人 españoles antiguos, verdaderos naturales y moradores de la tierra」、その「スペイン人」
を服従させた「ローマ人」、そして新たに進出してきたヴァンダル人、アラン人、スエヴィ








                                                 













 第 4巻（13～17編）は、モラレス修史官の故郷コルドバにおいて 1586年に出版された。
モラレスにとっては最後の著作である。この第 4 巻の内容としては、8 世紀前半にペラー
ヨが「モーロ人」との戦いのなかでアストゥリアス王国を建国し、このアストゥリアス王
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とになった。さらにサンチョ 3世は、レオン王ベルムード 3世（在位 1028～1037年）に合
戦をしかけ、これを屈服させた。そして和議の条件として、サンチョ 3世の次男フェルナ
ンドとレオン王の姉妹を結婚させること、このフェルナンドにカスティーリャ伯領を継承
させること、レオン王はフェルナンドに対してカスティーリャ王 rey de Castillaの称号を承
認すること、という 3点が取り決められた。ここに、レオン王国やナバーラ王国と対等な
格式のカスティーリャ王国Reino de Castillaが成立したのである。この初代カスティーリャ
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歴史Historia de los reyes de Castilla y de León』は、フェルナンド 1世以降、5代の王につい
て叙述するものであり、『スペイン総合年代記』第 4巻の次の時代を扱うものだったが、そ























第三節  『スペイン総合年代記』における王家の出自伝承 
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歴史叙述のなかでは、カスティーリャ王家がレカレド王の末裔とされていた点への言及は
あるが、その意味までは考究されてはいない。 



























た 14世紀には、王の庶子エンリケ 2世（在位 1369～1379年）が異母兄弟で嫡出のペドロ
1世（在位 1350～1369年）を殺害して王位につくが、これもまた、彼らの孫同士の結婚に
                                                 
41 CGE-3, sin foliar.（フェリーペ 2世への献辞の直後）なお、モラレス修史官はカスティー
リャ王国の女王を 5 名と数えているが、16 世紀までの女王はウラーカ（在位 1109～1126
年）、ベレンゲーラ（在位 1217年）、イサベル 1世（在位 1474～1504年）、フアナ 1世（在
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「山麓の民」の系譜を語る歴史家がいたが（フアン・ピネダ、アルフォンソ・ロドリゲス・
デ・ゲバラなど）、特筆すべきは 17世紀前半の国王修史官フアン・デ・ラ・プエンテ（在
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の崩壊 destrucción」）によって終わりを迎えるが、アルフォンソ 6 世によるトレード攻略
（1085 年）によってカスティーリャ王国の下で復興 restauración が進められ当代にいたっ
ている、というのが 16世紀のトレードにおいて共有された歴史像の枠組みであったとされ
る。そのような歴史解釈のなかで、西ゴート王国では「王の都Civitas Regia」、アルフォン
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ソ 6世の下では「皇帝の都 Ciudad Imperial」という称号がトレード市に与えられことが重
視され、歴代の王権との特別な結びつきが主張されたとマルティネス・ヒルは指摘してい
る。だが、16 世紀後半にフェリーペ 2 世の宮廷がマドリードに固定されるにしたがって、
王権との関係性を強調する歴史像は後景に退くようになり、17世紀にはスペイン首席大司
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集会が、従来の教区代表 juradoとは異なる 1年任期の教区委員 diputadoを選出し、この教
区委員が集まる会議 Congregación が市参事会にかわって市政を主導することを要求した。
これに対して、従来の支配層が集まる市参事会は一般市民層から離反して、王権との和平
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第二節  トレードの都市年代記 
 
 本節では、『トレード史』と『トレード記』という 2冊の都市年代記についての書誌情報
                                                 
24 Fernández Collado, op. cit., “Jerarquía…”, pp. 227-229. 
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Comunidades en la ciudad de Toledo, Sevilla, 1872. ただし、本稿の注では煩雑な表記になるこ
とを防ぐため、アルコセールの著作は『トレード史』のみをさすことにしたい。 
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30 Pisa, op. cit., sin foliar. 冒頭の読者への序言（Prólogo al lector）での言及。 
31 Ibid., sin foliar. 冒頭の国王代官への献辞（Al corregidor y ciudad imperial de Toledo, cabeza 
de las Españas）での言及。 




























 このような『トレード史』第 1編の流れを要約すると、次のようになる。  
 ノアの大洪水後、世界各地に散っていったその子孫のなかで、大洪水から 143年後にイ
ベリアに到達したのはノアの孫トバルであった（1章）。このトバルの子孫のうち、4代目




























アルフォンソ 6世は「全スペインの皇帝 emperador de las Españas、トレードの統治権をも
つ王 rey del Imperio de Toledo」を名乗ったため、トレード市にも「皇帝の都Ciudad Imperial」
という称号が与えられた（66 章）。その孫アルフォンソ 7 世も、イスラーム諸侯からも貢
納金を徴収したことを根拠として、トレード大聖堂で「全スペインの皇帝」として戴冠し、
同市の「皇帝の都」という称号を再確認した（73 章）。またアルフォンソ 7 世は、娘婿で
あるフランス王ルイ 7 世をトレードで歓待するなど（75 章）、カスティーリャ王国のなか
でトレードは重要な都市として位置づけられた。その後の中世末期にあたる時代には、フ
                                                 
33 Alcocer, op. cit., ff. 2r-21r. 
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36 Ibid., ff. 98v-122v. 
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38 Pisa, op. cit., sin foliar. 冒頭の読者への序言（Prólogo al lector）での言及。 































                                                                                                                                      
≫, Toledo, 1976. ただし、本稿の注では煩雑な表記になることを防ぐため、ピサの著作は『ト
レード記』のみをさすことにしたい。 
40 Pisa, op. cit., ff. 9v-61v. 
41 Ibid., f. 34r. 
42 Ibid., ff. 62r-128v. 




























 そして第 5編では、カルロス 1世からフェリーペ 3世までのハプスブルク朝の時代が描
かれたが、アルコセールの『トレード史』がカトリック両王の治世で終わっているため、
この編はピサ独自の歴史叙述ということになる47。そこではまず、トレード大司教シスネ
                                                 
44 Ibid., ff. 129r-164r. 
45 Ibid., ff. 164r-218v. 
46 Ibid., ff. 166v-167v. 

































                                                 




















いってよく、アルフォンソ 6世（在位レオン王 1065～1109年、カスティーリャ王 1072～
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6 世とアルフォンソ 7 世の特権を根拠とする「皇帝の都」という称号をはじめとして、さ
まざまな恩寵を与えることで報いてきたとされ、王権の担い手が変化しようとも、都市と
王権のあるべき姿である理想的な直属性は不変のものとして描かれたのである。このよう
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た聖人 santo / santa、牧者 pastor、殉教者mártir、乙女 virgenという語を頻繁に用いた一方で、
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15 1560 年にトレードでおこなわれた王妃の入市式についての報告史料（1561 年出版）と
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心 la Religión」をともなったフェリーペ 2世とカルロス王太子が聖エウへニオの聖遺物を
トレード市に運び入れる様子が描かれた21。これは、さきほど市内に入るときにフェリー
ペ 2世がとった行動そのものであり、その際に意識されていたアルフォンソ 7世の行為を
                                                 
19 Ibid., ff. 22r-35r.  
20 Ibid., f. 25r-25v.  
































                                                 
22 Ibid., f. 30r. 

































































                                                 
24 M. Hernández, Vida, martirio y translación de la gloriosa virgen y mártir Santa Leocadia. Que 
escribió el padre Miguel Hernández de la Compañía de Jesús. Con la relación de lo que pasó en la 
última translación que se hizo de las santas reliquias de Flandes a Toledo, Toledo, 1591. 
































                                                 






























                                                 
27 Ibid., ff. 215r-221v.  
28 ジャック・ル＝ゴフ（池田健二・菅沼潤訳）『中世とは何か』藤原書店、2005年、176-180
頁。 
29 Hernández, op. cit., ff. 224r-225v.  
30 Ibid., ff. 225v-227r.  











れていた。1枚目の絵画では、鎧姿のフェリーペ 2世が擬人化された「剛毅 la Fortaleza」
と「正義 la Justicia」をしたがえて玉座に座り、さらに脇にはこれも擬人化された「カステ
ィーリャ」と「ポルトガル」が控え、フェリーペ 2世にひとつの王冠を捧げていた。そし


















                                                 
32 Ibid., f. 229r-229v. 元老院 Senadoとは、市参事会を表す雅称として用いられた。 
33 Ibid., ff. 230v-231r.  

































                                                 































                                                 
36 この事業については、J. Porres Martín Cleto, Toledo. Puerto de Castilla, Toledo, 1982; A. 
































                                                 
37 本稿で用いる手稿の『聖堂参事会議事録』（トレード聖堂参事会付属文書館 Archivo y 
Biblioteca Capitulares de Toledo所蔵）は以下のとおり。Actas Capitulares de Toledo, núm. 11 
(1558-1562); núm. 12 (1563-1567); núm. 15 (1568-1574); núm. 16 (1575-1580); núm. 17 
(1581-1583); núm. 18 (1584-1586); núm. 19 (1587-1589); núm. 20 (1590-1592); núm. 21 






























                                                 
38 旱魃に際しての祈願行列の記録にもとづく先行研究として、R. Gonzálvez, “El clima 
toledano en los siglos XVI y XVII”, Boletín de la Real Academia de la Historia, CLXXIV-1, 1977, 
pp. 305-332. 
39 A. Rodríguez González, “Itinerarios sagrados en el Toledo de la Edad Moderna”, J. C. Vizuete 
Mendoza y J. M. Sánchez (coords.), op. cit., pp. 369-398. 
































42 Copia del libro original que escribió el racionero D. Juan de Chavez Arcayos repartidor del coro 


















レメンテ修道院へとむかった（5 月 22 日）。さらにその翌週には、聖母像（サグラリオの






いて計 6回の祈祷ミサをおこなった（7月 31日～8月 13日）47。だが、すでにドーバー海









                                                 
44 Ibid., ff. 89v-91r. 
45 Ibid., ff. 109v-110r. 
46 Ibid., f. 118r. 
47 Ibid., ff. 124v-125v. 
48 Ibid., f. 129v. 
































                                                 
50 Río Barredo, op. cit., pp. 176-177. 





























信仰の歴史」は 1500年以上の長さを誇ることが強調された（第 2編 8章）53。さらに、殉
教後はパリ近郊に埋葬されたが、その情報はトレードには伝わらなかったため、トレード
市民がエウへニオの埋葬場所について知ったのは、12 世紀の大司教ライムンドゥスがサ
                                                 
52 Pisa, op. cit., ff. 275r-277r.  































                                                 
54 Ibid., ff. 81v-84v. 
55 Ibid., ff. 167v-168v. 































                                                 
57 Ibid., f. 88r-88v. 
58 Ibid., f. 275r.  
59 “Historia de la gloriosa virgen y mártir santa Leocadia patrona de Toledo” en Pisa, op. cit., f. 7r. 
『トレード記』のなかでこの聖人伝の部分は独立したフォリオの数え方になっている。 
































                                                 
61 Ibid., f. 7v.  
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して第五節では、これらの聖遺物にまつわる 16 世紀後半の祭典をへて、1605 年に公刊さ
れた『トレード記』ではレオカディアが明確に「筆頭守護聖人」の称号によって記述され、
都市共同体との関係において聖人の価値が論じられる一方で、王権との特権的な関係性を



















































































































は、16 世紀中葉から歴史編纂を担う官職であるアラゴン王国修史官 cronista del Reino de 



























 ジル・プジョルは、16 世紀末から 17 世紀前半のアラゴン王国における政体観を検討し
た論文において、君主による王政と、王国 Reino と表現された諸身分が享受する自由（特
権）libertadesがどのように両立しうるかという議論がこの時期のアラゴン王国でさかんに
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Manuscrits: Revista d'història moderna, 17, 1999, pp. 253-275. 

























国の法令集や、数度にわたって刊行された議会議事録（1554 年、1584 年、1586 年、1593
年）、フェリーペ 2 世から付与された特権文書（1564 年）などがふくまれる。歴史書とし





                                                 
6 Kagan [2009], pp. 104-106. 
7 M. J. Pedraza Gracia y R. Santos Lorite, “La edición de libros parte de la Diputación del Reino de 
Aragón en los siglos XV y XVI”, A. Ubieto (ed.), II jornadas de estudios sobre Aragón en el umbral 

























                                                 
8 歴代のアラゴン王国修史官は以下の 14名（括弧内は在任期間）。ヘロニモ・スリータ（1548







ル・デ・サンペル（1705～1709年）。歴代のアラゴン王国修史官については、F. Solano, “La 
escuela de Jerónimo Zurita”, VV. AA., Jerónimo Zurita. Su época y su escuela, Zaragoza, 1986, pp. 
23-53; E. Solano Camón, “Los últimos cronistas de Aragón; una construcción literaria entre la 
permanencia y el cambio”, Jerónimo Zurita, 88, 2013, pp. 145-170. また、アラゴン自治州の文書
館・図書館ネットワーク・プロジェクトによる以下のサイトも有用である
（http://dara.aragon.es/opac/apjz/index.html 最終閲覧日 2015年 2月 13日）。 


















年と 1591年のアラゴンにおける諸事件の顛末 Información de los sucesos de Aragón de los 










た『歴代アラゴン王についての記述Descripción de los reyes de Aragón』では、フェリーペ 2
世はもはやサラゴーサ暴動への弾圧者としてではなく、ソロモンにもたとえられるほど英
                                                                                                                                     




10 Kagan [2009], pp. 189-190. 
11 J. Gascón Pérez, “El ideario político de los cronistas aragoneses”, Aragón en la monarquía de 
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2013, pp. 61-80. 

































                                                 



































































                                                 
































                                                 
18 Ibid., t.1, p. 11. 
19 Ibid., t. 1, p. 26. 



































































































                                                 
21 現在の歴史学研究においても初期のアラゴン・ナバーラ史には不明な点も多いが、さし
あたり以下の水準的概説書の記述を参照した。A. Domínguez Ortiz, S. Serrano, M. Tuñón de 
Lara y J. Valdeón Barque, Historia de España, Valladolid, 1999, pp. 94-96; J. Tusell (dir.), Historia 





























第三節  ソブラルベ伝承と政体理念 
 
本節では、このソブラルベ伝承にはアラゴン王国の政体につながる要素がどのように組
                                                 
22 Zurita, op. cit., t. 1, p. 27. 






































































































                                                 





















ていったん解体されたとしている（第 4編 97章）29。 
このような王権とウニオンの対立に決着がついたのは、14世紀中葉にあたるペドロ 4世
の治世のことであった。当初男子のいなかったペドロ 4世に対して、王弟を担いでふたた
びウニオンが 1340年代後半に結成され、王権に対抗しようとした（第 8編 7章）30。ウニ
オンは議会において、アルフォンソ 3世がかつて認めた特権や、議会による国王顧問官の
任命権を要求したが、ペドロ 4世は拒否した（第 8編 15章）31。その結果、国王派とウニ
オンの内乱が勃発し、一時は王自身がウニオンの虜囚となるまで王権は追い込まれたが、
最終的にはウニオンはエピカの戦い（1348年）で国王軍に敗北し、その指導者は処刑され






                                                 
28 Ibid., t. 2, pp. 138-141. 
29 Ibid., t. 2, pp. 335-338. 
30 Ibid., t. 4, pp. 36-41. 
31 Ibid., t. 4, pp. 68-69. 










General de la Unión（王国法の遵守、アラゴン大法官の地位確認、対外開戦時の議会への諮
問義務、議会の例年開催、領主所領の不入権など）を、1287年にはアルフォンソ 3世から
















してきたウニオンは、「王国全体の善 bien universal del reino」よりも各人の個別的な利害が
追求される場になった、とスリータは明らかに否定的な評価を下している（第 4編 45章、
97章）35。 
                                                 
33 Ibid., t. 4, pp. 155-157. 
34 V. Á. Álvarez Palenzuela (coord.), Historia de España de la Edad Media, Barcelona, 2002, pp. 
614-617 y 640-642. 






















































の動きは斥けられたとする（第 5編 51章）36。そのうえでハイメ 2世は、息子ハイメ王太
子が幼少であったために自身が王太子権限の代行者として法と特権の尊重を誓約し（第 5
編 52章）、王太子が成長すると 1311年に同様の誓約をあらためておこなわせている（第 5









                                                 
36 Ibid., t. 2, pp. 608-613. 
37 Ibid., t. 2, p. 615 y p. 742. 



















の同君連合は解消された（第 1編 53章）39。 









república の正当な継承者」だとみなされたとスリータは表現している（第 12 編 1 章）41。
ここでいう国家とは、アラゴン王国などの地域国家レベルと、アラゴン連合王国という複
合的な国制のレベルをどちらも含意していると考えることができるが、国王選定権を行使
                                                 
39 Ibid., t. 1, pp. 170-172. 
40 Ibid., t. 5, p. 167. 




























の権限としては、「権利の保障 firma de derecho」とよばれる、アラゴン臣民を保護する権限
が強調されている（第 10 編 37 章）44。これは、正当な裁判手続きなしに法と正義に反し
て臣民が王や王の官吏から身体・財産への侵害をうける恐れが生じた時点で、その者が大
法官に訴えると大法官が王権側の措置を停止させ、臣民を保護する権能であり、スリータ
                                                 
42 Ibid., t. 1, pp. 351-352. 
43 Ibid., t. 3, pp. 113-114. 




























サ家による世襲化が達成されることになった（第 20 編 26 章）48。ただし、当初は王の側
近として台頭したラヌーサ家は、大法官としての地位を確立していくにしたがって、むし
ろ特権身分層の名門としての性格を強め、16世紀にまでつづくのである。 
                                                 
45 Ibid., t. 4, p. 704. 
46 Ibid., t. 6, pp. 187-188. 
47 Ibid., t. 6, pp. 247-249. 



























保管することを定めた（第 7編 5章）49。次代のペドロ 4世も、アラゴン王国、カタルー
ニャ、バレンシアの 3国とマジョルカ、メノルカ、イビーサ、ロセリョン、サルデーニャ




                                                 





















アラゴン諸国とカスティーリャ王国の共同事業によって「スペイン諸王国 reinos de España









                                                 
50 Ibid., t. 3, pp. 576-577. 
51 Ibid., t. 4, pp. 831-832. 
52 Ibid., t. 7, pp. 278-279. 
































                                                 
54 G. Colás Latorre, “Jerónimo Blancas y los fueros de Sobrarbe”, Jerónimo Zurita, 88, 2013, pp. 
81-115. 
































ルベのフエロ」によって、アラゴン王国では「王に先立って法が存在した hubo leyes antes que 
                                                 
































                                                 
57 Ibid., p. 41. 
58 Ibid., pp. 74-77, 137-138 y 201-229. 
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62 Zurita, op. cit., t. 1, p. 27. 






























































































                                                 
64 X. Gil Pujol, “Visión europea de la Monarquía española como monarquía compuesta, siglos XVI 
y XVII”, C. Russell y J. Andrés-Gallego (dir.), Las monarquías del Antiguo Régimen, ¿monarquías 
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